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前島方言音韻 の記述杓研究
新垣 公弥子
放じめに
こ とば の研究 臥 共時的研究と通時的研究に大別で きる. どの ような研究方法であ っ て
も､ 直ちにこ とばその もの の全体像に迫るこ と放で きな い o そ こ で従来 の研究臥 こ れを
音韻 ･ 文法 ･ 語秦な どに分解 し､ それぞれ の側面か ら研究を進めて きた｡ 琉球方言の場合
も同様で ､ おおよそ先の ような分類に基づ き研究が進められ て い る｡
琉球方言の研究は記述方法などの面から言えば服部四臥 仲宗根政幸らを境に それ以前
と以後に分 ける こ とがで きるo それ以前の研究がカタカナや ロ ー マ 字表記で あり､ 語秦の
の研究が中心で あ:, たの に対 し､ 服部､ 仲宗根らは IPA を用 い て記述し､ 構造主義の見
地から体系立て た研究を試み たo こ の こ とが以後の研究を大きく指南したこ とは周知の と
おりで あ るo しか し､ 研究その も の の 質および量とい っ た面からみれ ば､ 平山輝男他によ
よる19 50年代の成果があげられる｡
本論文 で は1 9 50年代 の大 がかりな調査結果 の報告に基 づ き､ 記述研究および比較研
究を進め て い くこ とか ら､ あえて断りの ない 限り1 95 0年代を境にそれ以前と以後に分
類し､ 琉球方言研究を捉えて い く立場を取る｡
また､ 方言研究の流れ の中の 重要な理論と して ｢方言周圏論+ ｢方言区画論+ がある｡
前者は柳田国男が昭和 2年 (19 27) 『束京人類学雑誌』 に ｢蜘牛考+ と して発表した
もの で ､ 方言量 の多い ｢カタ ツム リ+ の健言を通信 ･ 簿上の 両調査で 全国的に収集した｡
その 結果か ら発生の古い語ほど中心に見い出されるo また新たな言葉の発生臥 古い言葉
を外側に追い遣り､ こ の繰り返 しはやがて いく つ も の 同心 円状の方言領域を形成して い く
としたo こ の 理論は現在 の言語地理学の基礎と言 っ て も過言で はなく､ 方言分布の成因を
説明する上で 重要な理論で あ る｡
こ の 理論と同年､ 昭和2年 (1 9 7 2) に後者の ｢方言区画論+ とい う理論が､ 東条操
により､ 『国語の方言区画』 で提唱されたo 同稿によれば ｢こ こ で 言う ｢方言+ と は個々
の僅言の こ とで はなく ｢方言体系+ の こ とをさすo + とある○ つ まり､ 前者の ｢蝦牛考+
が僅言その もの の分布､ あるい は言語生活の申の 一 つ で ある僅言を研究対象と据えたこ と
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と披異なり ｢方言体系+ その もの を研究対象と した.
本論を進めるにあた っ て は ､ 後者 の ｢方 言区画諭+ を基本とする｡ また､ 東条操以後､
金田 一 ､ 都竹 ､ 奥村 (19 8 6『講座方言学1』 方言概説 p5 4) と言 っ たように各案が提
出されて い るが琉球方言の区画に関 して は中本(1 9 8 4『講座方言学1 0』 沖縄 ｡ 奄美
地方の方言p5) に従う｡
第1節 調査方法
1)話者選定の条件および言語歴
本論考は1 9 9 5年8月から19 9 6年8月まで に行な っ たもの につ い て報告する｡ 話
者は予備調査､ 本調査､ 補充調査を通して善瀬ヨ シ氏 (1 91 5 生まれ)
.
で行な っ た . 本
調査 にお ける話者の 選出基準は､ 言語形成期 (1 5歳) を前島で過 ご し､ かつ 両親､ 配偶
者も当地の出身で あり､ 調査時に当地在住で ある こ ととした｡
2)調査と分析方法
調査は対面で､ 基本的に はなぞなぞ形式で行な っ たが､ 解答の出にくい語に つ い て は 一
部誘導質問も行な っ た｡ 調査項目は､ 服部四郎の基礎語嚢を基 に千葉大学日本語研究室が
作成したもの に基づ い て い る ｡ 補充の 必要な箇所に つ い て は筆者自身で随時補充を行な っ
た o また､ 記述 した琴料は服部四郎 (1 9 7 9) に基づ き音韻体系(音素設定 ･ 拍体系)
を立て たの ちに対応関係を見て い く｡
3)調査地概況
沖縄県は､ 本島と先島から成り､ 本島は北部 ･ 中部 ･ 南部と大 きく3 つ に分けられる｡
前島は本島南部の 那覇市にある集落で あ る｡
那覇方言の先行研究には､ 野原 『琉球方言助詞 の研究』 (1 9 8 7)や金城 『那覇方言
概説』 (1 94 4) な ど優れた研究がある｡ こ の ような先行研究があるにも関わらずあえ
て那覇方言を取り上げる理由は先にも述 べ た通,bで ある. これ まで の研究で は.t^ とまとめ
に那覇方言として扱 っ て きた方言で あるが ､ 1 9 9 5年7月の 予備調査の折に前島方言
は､･主にアク セ ン トの 面で こ れまで の 那覇方言 の報告と大きく異なる こ とが分か っ て い
るo 一 口に那覇と言 っ て も現直の那覇6j:r日那覇とは大きく異なる. 市史によれば前島凶日
那覇と法具なる区分で あ っ たこ とが分かり､ そ こ には次の ような風刺が記載されて い る.
･那覇 ンチ ョ ー ナ ー ハ イ パイ
2 4 0
首里 ン チ ョ - ス リ ー ズリ ー
泊 ン チ ョ ー トウメ ー ド ゥメ ー イ
久米村 ン チ ョ ー ク ン クル バ セ ー
垣花 ン チ ョ ー カチクル バ シ クル バ シ (『那覇市史』 p8 6 8下 資料編 知 巻中の7)
こ の風刺からも那覇と泊とは明らかに 区別 されて い た こ とが分かるo そ こ で 現在の那覇市
ではなく旧那覇 の地理的 ･ 行政的区分はどの ようで あ っ たかを知 る必要 があるが 『那覇市
史』 に よる と､ 旧那覇は現在の東町 ∴西町辺 りを指し､ 前島凶日那覇とは区別されて お
り､ 行政 を司る首里と行商の 町那覇の間に あり､ こ れ とい っ て 特徴の ない の が泊 (前島)
であ っ た ら しい o 前島はも ともと浮島であ り塩田として使用されて い た｡ それ が埋め立て
られ泊に住む人々 が移住する こ とにより前島町とな っ た ｡ 泊 (前島) には貿易船な どの停
泊する港があり､ それ を ｢前島泊+ と言 っ て い た の が い つ しか人口 が増え泊から分割され
前島町が誕生 したo 前島は現在で も祭･りの瞭は泊に合併され､ 旧那覇の 西町と東町とに対
立した ひ とつ の グル ー プと して泊 (前島) が存立して い る｡
第2節 音韻体系
1)音素
前島方言の音素は23個認められ､ 以下 の ように分頼で きる｡
母音音素 / 1 e a o
半母音音素 / j w /
子音音素 /? ' h 申 k
/
t n ㍗ m b p /
拍音素 / Q N /
上記の音素臥 各々最小対立により認定されたも の で あるo 音素設定に つ い て の詳細は
以下 ､ 第3節 音素設定と音韻対応 の項を参照された い ｡
2)拍構造
前島方言の拍構造は次の 通 りで あるo ま た､ C は子音､ Ⅴ は母音､ Sは半母音､ N は棲
音､ Q は促音を表す｡
/CV/ /C S V/ /CN/ /V/ 構造
3)拍体系
< CV > < C SV >
2 4 1
?i ?e ?a ?o ?u ?ja ?ju
i?i] [?e] [?a] [?o] i?tl] [?ja] [?ju]
) 4 } 3
1 e a
【i】 【e】 【a】
【ji〕 [je】
∫
u
【uj
[w u】
hi he ha ho ht1
[si] [he] [ha] [ho] [*t1]
[*] [*] [*a]
gi ge ga go gu
[gi] [ge] [ga] 【go】 【gu】
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
CI Ce C a C O C u
[tli][tJe][tla] [tJo] [tlu]
21 Ze Z a Z O Zu
[d到[d3e][d3a][d30][d3u]
SI S e Sa S O Su
[Ji][Ie] [s a] [s o] [s u]
ti te ta to tu
【ti] [te】【ta] 【to】【tu]
n l n e n a n o n u
[ni][n e] [n a][n o] [n u]
ri r e r a r o r u
】 . ) ｡ ュ ●
Ja JO Ju
[ja】 【jo] 【ju】
bja
[ga]
gJO
【gjo]
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?wi
【?叫
'
wi
?w a
[?w a]
W a
【wi】 [w a】
gW l gw a
【gwi】 [gw a】
kju , k wi kw e kw a
[kju] [k wi] [kw e] [kw a]
[ri】【re】【r a】【ro】【ru】
[di] [de] [da] [do] [du]
m l m e m a m o m u
【mi] 【m e】[m a】【m o] [m u】
bi be ba bo bu bjo
[bi] [be] [ba] [bo] [bu] [bjo]
PI Pe Pa
[pi】【pe]【pa】
<C N>
?N
【?m ?n 】
'
N
【m n モI
PO pu
【po] [pu】
Ll]
< Ⅴ >
i ら a o u N
【i] 【e] [a] [o] [u] [勺 m]
Q
【p t s J k】
4)拍の語例
拍の語例は原則として語頭と語中語尾の それぞれに つ い て 示すが､ 語中な どで語例の見出
せ ない もの につ い て は記述して い ない ｡ また音韻記号の/ /は省略して示す｡
< CV構造>
音韻 語例
2 4 3
?i
?e
?a
?o
?u
】
i
)
e
一
a
)
u
b i
h e
b a
h o
h u
gl
ge
ga
gO
gu
k i
k e
k a
[?itJu 丑
,
] (行く)
[?e ntJu] (鼠)
[?a I Sa] (あおさ)
[?o :r u:] (i)
[?u ta] (歌)
[jiD] (縁) [t u i] (鳥)
[h a:j e ヱn a j u 刀] (走 る) [?uj u e :] (祝 い)
[J皇t u a m m a エコ (義母)
[w u王k l] (棉) [k e 王u tJl] (皿)
[与i .y r a] (箆) [n aA,与iL)] (も っ と)
[申i:] (火) [?u申igw a:] (少 し)
[h e :Ii] (噂子)
[申e 王] (蝿) [?i申e ;] (位牌)
[h
.
a :m a] (浜)
[*a :] (葉) [?a*a ke :] (負)
[h o :tJa :] (包丁) [k a tJi ho :i詔] (散らかす)
[申u n i] (舟) [?u申u k u n ain] (多くなる)
[gi=t a] (片足飛び) [m agi:n] (混ぜる)
[ge: s u D] (あかん べ する) [t e :ge 王] (大概)
[ga m ak u] (腰) [k ag a L)] (鏡)
[go :gu tJi] (愚痴) [tJ土go :] (都合)
[gu mb o :] (牛葬) [jl n agu] (女)
[k i:] (木) ■[b a ;k l] (冗)
[k e :i詔] (帰る) [?a申a k e :] (貝)
[k a:] (井戸) [耶k a] ( (サ ア)行 こう)
2 4 4
k o
k u
c i
C e
C a
C 0
C u
z i
Z e
Z a
Z 0
Z u
s i
S e
S a
S 0
S u
n l
n e
n a
n 0
n u
[k o :iLI] (買う) [?u k o 王] (線香)
[k甘Jl] (徳) [k u k u r u] (心)
[tJin a] (綱) [n utJi] (命)
[tJ e= saj a 王] (来たね) [官主tJe =] (顔)
[tJa :] (い つ も ･ 常に) [h a tJa :] (蜂)
[tJo :r e :] (兄弟) [n itJo ,.13] (似て い る)
[tJu 汁 (今日) [k a tJu ェ] (鰹)
[d3 iLI] (銭) [k o ;d3.i] (麹)
[k a d3 e 王] (風は)
[d3 a;] (座) [?a m ad3 a k i] (酢)
[d3 0 ヱd3 i] (上手) [ti n d3 0 :] (天井)
[d3 u A. .b a ku] (重箱) [ku :d3 u 詔] (漕(.,)
[Ji:I)] (こ する) [k uJi] (癖)
〔∫e:k u] (大 工) [n iり e :] (青年)
[s a tJi] (先) [ju :s a:] (上手)
[s o王ki] (節) [m e n so :t∫ュ:] (い ら っ しや い ま したか)
[s u:] (父) [k甘S ui] (薬)
[n i :l] (煮える) [Ji r uk a ni] (鉛)
[n e;i13] (萎える) [tJin e :k u ni] (人参)
[n a s uL)] (産む) [h a n a] (鼻)
[n o:d3 1] (虹)
[n utJi] (令) [tJln u;] (昨日)
r i [r i:] (利子) [d5 1 r i] (義理)
[d i k i:I3] (出来る)
2 4 5
㍗ e
㍗ a
㍗ 0
㍗ u
t i
t e
t a
t o
t u
m i
m e
m a
m O
m u
b i
b e
b a
b o
b u
pi
p e
p a
[?a r e:] (あれ披)
[d e 王d3i] (大事)
[n a ra] (演) [w ar ab i] (子供)
[d a k i] (竹) [k u nd a] (ふくらはぎ)
[r ok u d3u A.コ (六十) [盲i T Op Pa] (野原)
[d o 王gu] (道具) [?n d o .y L)] (熟 して い る)
[r u k ugw atJi] (六月) [t]i:r u:] (黄色)
[d u k u] (毒)
[ti刃] (壁) [官主t im it i] (朝)
[t e :g e AY] (大概) [k w it e三n] (呉れた)
[t a n ak a] (間) [k a :t a 王] (形) I
[t o ヱn utJi詔] (とうもろこ し) [*u nt o ;] (本当)
[t u i] (鳥) [w ut u] (夫)
[m i: m i;] (穴) [k u mi] (米)
[m e王n itJi] (毎日) [?m :m e :] (お婆さん)
[m ak kw a] (枕) [?m m a] (局)
[m o :] (漢) [ju :m o :ja :] (踊り上手)
[m u nd a n l] (餌)[tJl m u] (肝)
[b i刀] (瓶) [tJi b i] (尻)
[b e :] (倍) [h a :b e 汀 u :] (蝶 )々
[b a :k i] (篭) [k u :b a] (蜘蝶)
[b o ;] (棒) [gu mb o =] (牛芳)
[bu tJl] (鞭) [k u 王b u] (昆布)
[k u mp i r a k a su 瓜] (踏 み潰す)
[tJi m p e :] (哩)
[p a p a j a :] (パ パ イヤ)
2 4 6
p o [p o :p o 王] (ポ ー ポ ー )
p u [?ip pu :] (一 俵)
<CS V構造 >
?j a [?j a :] (あなた)
?ju [?ju :] (J*)
?w l [?w iヱ] (上)
?w a [?w a:]ib a] (くちばし)
j a [j a n agu tJi] (文句) [k a j a ;s un] (運ぶ)
j o [j o A, iLI] (弱る)
j u [j u ;r l王] (幽霊) [m a j u gi] (眉毛)
'
w i [w i:j u13] (酔う)
'
w a [w atJl] (脇) [?a w a] (莱)
'
w u [w u王k i] (棉)
hj a [与a :i] (日照り) [n i与 a k u] (二 百)
g w i [ju m ag gw i] (夕方)
g w a [g w a tJi] (年月の月) [k o
'
王g W a :S a] (拳)
kju [kju :] (旧)
k w i [k w l:] (声)
k w e [k w e:] (鍬)
k w a [k w a:m uj a :] (子守り) [tJigk w a:] (南瓜)
bjo [bj o :k l] (病気)
2 4 7
< CN 構造>
?N [?c m m a] (局)
[?n n ad3i] (鰻)
'
N [m ; m e :] (お婆さん) [
.
t a m me :] は爺さん)
[n d o 王 丑] (熟す) [k a n d3 u n] (被る)
[g k aJi] (昔) [j u m a g gw i] (夕暮)
[w uga m uL)] (拝む)
< Ⅴ構造 >
i [3
-
u :?i A. 刃] (暮れ る)
e [?u j u e ェ] (祝 い)
a [b a;k i] (鷲)
o [b o :] (棉)
u [?u .yku] (A)
N [g=k a] (サ ア (行 こ う) )[m ;m e:] (お婆さん)
Q [?i p pe :] (非常に)
[t tJu] (人) [?it t u] ( 一 斗)
[ga s s a x3] (軽い)
[官主JJi:] (薄い)
[r ik ka] (サ ア (行 こ う) )
第3節 音素設定と音韻対応
Ⅰ母音音素
前島方言の 母音は共通語と次の よう に対応する｡
2 48
前島方言
●
1 a u
共通語 イ ･ エ ア オ ･ り
前島方言の母音は､ エ に対応する母音が/i/となり本来のイ と統合して い る｡ こ れ と
同様に オに対応する母音が/u/となり本来の りと統合 して い る｡ こ の 現象は琉球方言全
域に み られ､ 琉球方言が3母音で あるとい われ るゆえんで ある｡
以下前島方言の 母音に つ い て 音素設定 ･ 音韻対応につ い て 述べ て い く｡
1.1 /i/
/1/は次の例により音素と して認定される｡
[申i ;] (火) [申e :] (蝿)
/i/は上記 の ようにイ､ エ に対応する. また､ 該当する具体音声は [i] と [ji] で
ある｡
[?itJu L)] (行く) [?i r u] (色) [?iyA] (冒) [?ibi] (海老)
[jiLl] (縁) [ji王] (袷)
/1/は上記 の ようにイ ､ エ に対応する｡ 対応語例は以下の通 りで ある｡
[? 1 r u] (< いろ/色) [?1:] (< い/冒)
[?i b i] (<えび/海老) [ji13] (< えん/縁) [ji:] (<え/絵)
1.2 / a /
/a/は次の最小対立により認定される｡
[d3a :] (座) [d3u:] (局)
/a /は共通語の ア に対応する｡ 具体音声は [a] で あり共通語と同様で あ る｡
[? a 王S a] (石専) [?a 王t aL)] (会 っ た) [? agi 柑] (上げる)
[? a d3i] (咲) [?a ki] (秋) [?a m a] (あそこ)
/a/は共通語の ア に対応する｡ 対応語例は以下の通 りであ る｡
[?a k a:] (< あか/赤) [?aJi] (<あせ/秤) [?a mi] (<あみ/網)
[?a s ab aL)] (< あさはん/昼飯) [?a m a d3 a k i] (<あまざけ/節)
[?a s at i] (<あさて/明後日) [?a i ko :] (< あり こ/蟻)
1.3 /u/
/u/は次の語例により音素として認定される｡
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[d5 u :] (局) [d3 0:] (門)
/u/に該当する具体音声辻 [u] と[w u] で ある.
[?uJi] (午) [?u言b i] (帯) [?u k i:詔] (起きる)
[w u王k i] (棉) [w uk a s a コ] (面白い) [w uga ri; 詔] (飢える)
/u/披共通語の ウ､ オに対応するo 対応語例披以下の通 りで ある｡
[?u王 Ji] (<うす/日) [?u mi] (<うみ/海) [?u t a] (<うた/敬)
[?u t u] (< おと/普) [?u ni] (<おに/鬼) [?u j a] (<おや/親)
1.4 / e /
/ e/は次の語例により音素と して認定きれる｡
[k e三iLl] (変える) [k o:iLl] (買う)
/e /に該当す る具体音声に は [e] と [j e] とがあり､ 前者は共通語と同様で ､ 後者
は摩擦を伴う音で ､ 前島方言で は多く観察きれる音であ る｡
[h a 三j e :] (走る) [?e ntJu] (鼠)
また前島方言の/e/臥 連母音の融合 に より成立 して お り､ 共 通語の単母音に対応す
る語例は見い出せ なか っ た ｡
連母音 アイに対応する語例
[b e :] (< ばい/倍) [?a tJi n e:] (<あ きな い/商 い)
連母音ア エ に対応する語例
[k e AYi泊] (< かえる/変える) [n e :in] (< なえ る/ 萎える)
連母音イヤに対応する語例
[k a d3e :] (< かぜは/風 削 [?a re :] (<あれ は/あれ 如
こ れは [k a d3 1] (風) と後続 の係助詞 [j a] が融合 した例で あ る｡
さ らに ､ ア ヤ､ オヤ が/e e /になる語例もある｡
[h e :Ii] (<はやし/噸子) [m e :s u詔] (< もやす/燃やす)
1.5 /o /
/o /は次の例により音素として認定される｡
[k o ;in] (買う) [k e=in] (変える)
[d3 0土] (門) [d3 u :] (局)
/o/に該当する具体音声披 [o] で ､ 共通語と同様である｡ 以 下に用例を示す｡
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[?o:r u b.] (育) [?o :n a ga 王] (青大将) [s o王] (竿)
また前島方言の/o/臥 連母音の融合により成立して お り､ 共通語の単母音に対応す
る語例は見い出せ なか っ た ｡
連母音ア ウ の 語例
[h o 芸i詔] (< 披う/這う) [k o三i詔] (< かう/買う)
連母音 ア オの 語例
[s o :] (<さお/竿) [?o :r u=] (<あおい ろ/育)
連母音オウ の 語例
[k o 三d3i] (< こ う じ/敬) [gu mb o :] (< ごぼう/牛寿)
以上 の ように前島方言の/ e/ /o/は連母音の融合から成るもの が多い ｡
の 対応関係は以下の 通りであ る｡
前島方言 e e
共通語 ア イ
e e e e e e e e
ア エ エ ヤ アヤ オヤ
ⅠⅠ半母音音素
半母音音素は/ j /と/w/で あ る｡
以 下に そ
0 0 o o o o
ア ウ ア オ オ ウ
1 .1/j/
/j/はヤ行音に対応する｡ 対応関係を示せ ば次の 通りで ある｡
前島方言 ja j u
共通琴 ヤ ユ ･ ヨ
その語例は次の通 りである｡
[j a i] (<やり/檎) [?uj a] (<おや/親) [j a m a] (<やま/山)
[j u :] (< ゆ/港) [?uju b i] (<おゆび/描) [j u k a] (<ゆか/床)
[j u m i] (<よめ/嫁) [m aju n ak a] (< まよなか/真夜中)
1.2 /w /
/w/はワ行音に対応する ｡ 対応関係は次の通 りで ある｡
前島方言 jl w l w a w u
共通語 ヰ ヱ ワ ヲ
ワ行の ヰ､ ヱ ､ ヲは現代共通語にはない が､ 前島方言で はい わゆる古語の ヰ､ ヱ ､ ヲに
対応する語例が見い出せ､ またその対応がア行のイ ､ オとは異なる こ とから､ こ こ で 披あ
2 51
えて対応関係を示し､ ワ行子音に つ い て 以下 で述 べ て い く o 対応語例は以下 の 通 りで あ
る｡
[ji= コ] (< ゐる/坐る) [ji] (< ゐ/蘭草)
[w i:j u g ] (< ゑふ/酔う)
[w a r a b i] (<わらべ/子供) [?a w a] (< あわ/莱)
[w ut u] (< をと/夫) [w u :d3i] (<をぎ/荻)
ヰは [ji] に対応す るが ､ 遡れば/☆1/であ っ たと考えられるo こ れ はヱ /w e/が
高母音化し/w i/となりヰ ･ ヱ の双方 が同音の/w l/にな っ た結果､ 同音衝突を避け
ヰの 方が子音/w/杏/j/に変化させ たと解せ られるo 他 にも ヲ で/j/に交替する語
例が見られる｡
[?ij u] (<うを/負) [ji n ag u] (< をな ご/女) (2例)
また､ 語中の ワ に 釦 ､て は脱落す る例がある.
[k a :] (<かわ/井戸) [k a 汀 a] (<かわ ら/川) (2例)
前島方言の ワ行子音は ワ以外で も/w/を保持して い る点で い わゆる現代共通語よりも
古い形を残 して い ると言えるo 先ずヲ は高母音化により/ o/が/u/にな っ て い る ｡ 上
代で は区別 を保 っ て い たア行の [o] とワ行の [w o] が中古には [w o] に統 一 され中
世まで継続されるo 上記に示 した例は次の よう な文献で見られ る｡
｢夫､ ヲ ツ ト+ (文明本節用集)
｢荻､ 平木+ (和名抄)
前島の ヱ も ヲ と同様高母音化により/ e/が/i/にな っ て い る ｡ ま た国語史的に見れ
ばヱ 臥 上代で は区別の あ っ た ア行 [e] ヤ行 [j e] ワ行[w e] が､ 中古で は ア行と
ヤ行が [je] に統 一 されるo さ らに [j e] がワ行 [w e] と区別 を失い中世で は [j
e] に統 一 されて いくo 上記に示した例 臥 古語で は次の ような文献で見られる.
｢すすこ りが醸み し御酒に我酔ひにけり+ 記歌謡四九
｢十市民ら 削 ､ちひ に酔ひて皆臥して ありなり+ 正倉院文書紙背書簡
前島の ヰは [ji] であるo こ れ 臥 高母音化によるヱ との浪岡を回避するためにヰの
子音を変化さた結果で あ ると考えられる｡ 上記に示 した例 臥 古語で は次の よ･うな文献で
見られる｡
｢上 毛野伊奈良の沼の 大南草+ (万3 41 7東歌 ･ 和名抄)
｢父母披枕の方 に､ 妻子 どもは足の方に､ 囲みゐて憂 へ さま よひ+ (万8 92)
｢しとね にま ほにもゐ で+ (源氏若菜下)
以上 の ように前島方言の ワ行音の多くが現代共通語で はなく い わゆる古語に対応する｡
2 5 2
ⅠⅠⅠ子音音素
前島方言に披14 つ の 子音音素が認められるo その 設定および音韻対応に つ い て は以下
の とおりで ある｡
1 . 喉頭音
1.1 / ? /
前島方言で 臥 次の例により/?/は音素と して 認定きれる｡
[?j a :] (あなた) [j a ;] (家)
/?/披語頭母音の前と授音の前に現われるo 以下語例を示 せ ば次の通 りで ある.
[?a k a A.] (,#) [?u j a] (a) [?o :r u:] (#)
また前島方言で は語頭の/m u/ /m i/ /u/が擦音化 し/?/を伴い/ ?N/となる
傾向がある｡
[?n dari : D] (乱れる) [?m m a r i柑 ] (生まれる) [?n na d3i] (鰻)
[?m b u s a Ll] (重 い)
語頭の [m , n] の 掩音化に つ い て は第4節 比較研究を参照されたい ｡ なお､ /?/古ま共
通語で は音素として は認定で きない もの で ､ 琉球方言独特の音素で ある｡
1.2 /也/
/h/吐次の例により音素として認定され る.
[h a n a] (花) [?a n a] (穴)
/h/は [号 申 h] の異音を持つ . こ れ らの異音杖相補分布の関係に あり､ その条件
を示 せ ば次の 通り になる｡
/h/ド
盲 / - i
* / - u
也 / - e , a ,
以下に語例を示す｡
[与ig gu 刃] (垢) [?usu9i 川] (干潮)
[*u ni] (舟) [?u*u k u n ai丑] (多くなる)
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[h e…Ji] (噂子) [h aJi T u] (戸) [h o : iB] (這う)
/h/披共通語の ハ 行子音に対応す る.
前島方言 b 土
共通語 ヒ ･ へ
共通語ハ 行との 対応関係披以下の 通りで あ る.
h a hu
ハ ホ ･ フ
その 例を示 せば以下 の 通りで あ る｡
[官主tJe 王] (< ひ たい/顔) [盲i王] (< ひ/日) [盲i r u] (< ひ る/昼)
[盲i:r a] (< へ ら/蕊)
[h a ku] (<披 こ/箱) [h a 三] (< は/歯) [h a n a] (<はな/花)
[車u:] (< ほ/樵) [如 n 七 o :] (< ほんとう/本当) [軸Ji] (<ほし/屋)
[申u ni] (<ふね/料) [帥 ku r u] (< ふくろ/袋)
琉球方言 の ハ 行子音が p >◎> h の変化を辿る こ とは周知の とお りで ある｡ 前島方言の場
合 臥 上記の資料より ハ 行子音に対応す る子音がh音化 して い る こ とがわか る｡ ただ し､
ヒ､ へ ､ ハ におい て摩擦音 [申] にな っ て い る例が見られるが語例数は少な い
.
0
[*ilba =Ji] (< ひば し/火箸) (1例)
[*i :] (< へ/鹿) (1例)
[*a :] (< 披/莱) (1例)
また､ ノ十に おい て は複合語になる こ とにより有声化する例もあ る.
[?a s a b a 瓜] (<あ さ披ん/昼食) (2例)
さらに､ ハ で は子音/也/が脱落する例がある｡
[?u m e :li] (<おみ は し/箸) (1例)
土れは ?u mihaJi > ?u miaJi > ?u m e .,li と考えられるo
フ で 披指その もの が脱落する例がある.
｢[t a i] (<ふたり/二 人) (2例)
また ｢女陰+ を表す当方 言の [h o :] 臥 古語 の ｢ほ+ に対応す ると考えられるが
[b o] の母音が高母音化せず､ 古語と同様/ o/母音の ままの例が見い 出せ た｡
[b o :] (< ほ/女陰) (2例)
2 . 軟 口蓋音
2.1 /k/
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/良/は次の例によ り音素と して認定される｡
[k u三] (粉) [g u:] (寡)
/k/に該当する具体音声辻 [k] で共通語と同様で あるo 以下に語例を示す｡
[k i;] (木) [k l d31] (傷) [ku d3u] (去年) [k u mi] (米)
[k e;in] (帰る) [k甘S a] (早) [k甘S u i] (薬) [k u n u] (こ の)
[k a ;] ( 井戸) [k i:] (毛) [k甘fi] (徳) [k o : in] (買う)
/k/は基本的に力行子音に対挿する が､ キにお い て 比後続の/i/母音の影響から口蓋
化 し/ c/になる の が前島方言の特徴で あ る｡ 力行子音と の対応関係は以下 の 通 りで あ
る｡
前島方言 k i k a k u
共通語 ケ カ コ ･ ク
対応語例は､ 次の 通りで ある｡ キ の語例に つ い て は/ c/の項に譲る｡
[s a k i] (<さけ/酒) [k a k i: Ll] (< かける/賭ける)
[k a t a] (< か た/跡) [k a d3i] (<か ぜ/風) [k a b i] (<かみ/
紘)
[k u;ga] (< こ が/卵) [k u:] (< こ/粉) [t a k u] (<た こ/蛸)
[k u d3i] (< くぎ/釘) [k u m u] (< くも/雲) [k u s u] (<くそ/
莱)
カにおい て は､ 語中の母音/ a/が/u/に交替する例がある｡
[? a k ug a n i] (<あかがね/鍋) (1例)
また､ 語頭の カで有声化する語例がある｡
[ga n i] (かに) (1例)
さらに､ カで合物音が残 っ て い る例もある｡
[k w a i] (<かい/回) (2例)
また､ カ､ ケにおい て 口蓋化する例もある｡
[?itJa] (< い か/烏賊) (2例)
[?itJi] (< い け/池) (1例)
コ で共通語と同様/k o/の ままの例もある｡
[? a
l
i ko:] (<ありこ/蟻) (1例)
2.2 /g/
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/g/は次の例により音素と して 認定される｡
[gu三] (寡) [k u王] (粉)
/g/に該当する具体音声は [g] で共通語と同様で ある｡ 以 下に語例を示す｡
[gi三 t a] (片足跳び) [gu d 3 u .y] (五十) [s ugu iL)] (殴る)
[ga m a k u] (磨) [g o:gu tJi] (愚痴) [? u t u g e 王] (おとがい)
[gu ri三] (礼) [m a tJigi] (睡) [t age王n l] (互 い に)
/g/は共通語の ガ行子音に対応す畠. その対応関係を示 せ ば以下 の 通 りで あ るo
前島方 言 gi ga gu
共通語 ゲ ガ ゴ ･ グ
その例を示せ ば次の 通りで ある｡
[m atJigi] (<ま つ げ/睡) [m aj u gi] (<まゆげ/眉毛)
[gagk u:] (< がんこ/頑固) [k ug a n i] (< こがね/黄金)
[gu:] (< ご/碁) [ji n agu] (< をなご/女) [gu mi] (<ごみ/塵)
[m o ;gu s a] (<もそさ/漢) [j a n a gu り i] (< い やなくち/文句)
ただ し､ ゲにお い て 母音/ e/が/ a/になる語例がある｡
[k a 王g a :] (< かげ/影) (1例)
さらに ､】ゲが/ z 1/に なる例がある｡
[n in d3iL)] (< にんげん/人間) (1例)
また､ ガにおい て は合物音が残 っ て い る例がある｡
[gw a tJま] (<が つ/年月の 月) (2例)
3 . 硬口蓋音
3.1 / c /
/ c/は次の例により音素として認定される｡
[tJi:] (血) [d31:] (字)
/c/に該当する具体音声は [tJ] で共通語と同様である｡ 以下 に語例を示す｡
[tJ皇k a r a] (力) [tJ e王 S aj a ;] (来たね) [?itJi] (何時)
[t a tJ真] (<たち/刀) [tJo: r e;] (兄弟) [tJ皇tJi] (月)
[tJl m i] (爪) [m utJi] (餅) [tJu :] (今日)
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/ c/は共通語 の 夕行の チ､ ツと力行 の キに対応する｡ 対応関係を以下に示す ｡
先ず､ チ､ ツとの対応関係は次の 通りで ある｡
前島方言 c i
共通語 チ ｡ ツ
その例を示 せ ば以下の 通 りで あ る｡
[tJ皇k a r a] (<ちか ら/力) [n utJi] (< い の ち/命)
[tJi m l] (< つ め/爪) [n a na tJi] (<なな つ/七 つ)
｢
ただ し､ ツで 口蓋化する語例がある｡
[音量t i m it i] (< つ とめて/朝) (2例)
また､ 夕で 口蓋化する語例がある｡
[w atJi n u 音量り a] (<わきの した/脇の 下) (1例)
次に力行の キとの 対応関係を以下に示す｡
前島方言 c i
共通琴 キ
その例を示せ ば以下の通 りで ある｡
[tJim u] (< きも/肝) [s a tJi] (<さき/先)
ただし､ キで 口蓋化しない語例がある｡
[k i;] (<木/き) [k l d3i] (<傷/きづ) (7例)
4 . 歯茎音
4.1 / n/
/n/は次の例により音素として認定される｡
[n i :] (根) [ti:] (辛)
[n u:] (何) [s u:] (父)
/n/に該当する具体音声は [n] で ､ 共通語と同様である｡
[n i三L)] (煮える) [n a:k a] (仲) [?n n ad3i]
以下に語例を示す｡
(鰻) [? u ni] (鬼)
[n e;I)] (萎える) [m i:n a ra] (< めなだ/演) [n o ..d3i] (虹)
[n a s u13] (産む) [n i:] (荷) [n u:Ji] (主) [k u n u] (この)
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[n i:m u t u]･(根元) [n utJi] (命) [h a ni] (羽) [n u mi]
(蛋)
/a/は共通語の ナ行子音に対応する ｡ その 対応関係は次の通 りで あ る｡
前島方言 n l n a n u
共通語 ･ ネ ナ ノ ｡ ヌ
そ の 語例辻次の 通 りで あ る｡
[ni:] (< に/宿) [n i n d3i幻 .(< にんげん/人間) [?u ni] (<おに/鬼)
[n itJi] (< ね つ/熱) [?n n i] (< い ね/柿) [n a :]
(< な/名) [k a n n ai] (< か み な り/雷) [t a n a] (< た な/棚)
[n u mi] (< の み/蛋) [m u n uga t a i〕 (<も の がたり/物語)
[n uJi] (< ぬ し/主) [n u n u] (< ぬ の/布)
ただし､ ニ ､ ノ ､ ヌ に おい て母音が脱落し擬音化する例があ る｡
[d3i13] (< ぜに/銭) (1例)
■
[w u詔] (<おの/斧) (9例)
[?i詔] (< い ぬ/犬) (2例)
4.2 /㍗/
/㍗/は次の 例 により音素として 認定される｡
[r e ;] (代金) [n e;] (根)
また/∫/に該当する具体音声に は[r] と [d] とが現れるo 前島方言で こ れ らは自由
交替の関係にあると考えられるが ､ 必 ずしも [d e .y - r'e;].(代金) の例の ように揺れ
るというわけで はなく [?1 r i] (西) [s a 汀 u:] (猿) [?i r u] (色) あるい
は [d e:k u n i] (大根) [d a k l] (竹) と い っ た具合に語桑によ っ て 具体音声
の現われ方は決定されて い るo しか し､ やはり/r/と/d/との最小対立は見い 出せ な
い の で [r] [d] は自由交替 の関係にあると考えた方がよ い ｡ ま た/r/は共通語の ラ
行子音とダ行子音に対応するo その 関係は以下の通 りである｡
先ず､ ラ行音との対応関係
前島方言 r i r l r a r u
共通語 リ レ フ ロ ･ ル
その例を示せ ば以下の通りで ある｡
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[ri王] (< り/利子) [m i r o r i] (< みどり/蘇) [k u m ui] (< こもり/
池) [k甘S ul] (<くすり/薬) [j a i] (<やり/檎)
[k u r i] (< これ/これ) [?a r i] (<あれ/あれ)
[w a r a b i] (< わ ら ベ /子供) [車u 王d3i r a] (< ほ ほ づ ら/顔)
[t u k u r u] (< と こ ろ/処) [Ji r uk a ni] (< し ろ か ね/鉛)
[j u r u] (< よ る/夜) [s a :r u] (<きる/i) [h a r u] (< はる/香)
リに は/㍗ i/になる語例と子音/ ㍗/が脱落し/i/になる語例とが見られ､ 語例数と
して は同数で あるが､ /i/披/ ㍗ i/からの音韻変化で ある と考えられ るの で 対応 する
形は/ ㍗ 1/と しておく｡
また､ 語中の リで ､ 指そ の もの が脱落する語例がある｡
[*u ku tJ皇tJi] (< ほ こ り つ ち/填) (1例)
ダ行音との対応関係は次の 通 りであ る｡
前島方言 r l r a r u
共通語 デ ダ ド
対応語例は次の とお りで ある｡
[d i k iェn] (< できる/出来る) [d e:k u ni] (だい こ ん/大根)
[ti王r a] (< てだ/太陽) [h a r ak a] (< はだか/樵)
[k a r u] (< か ど/角) [d uJigw a ;] (< どうしこ ら/友達)
4.3 /t/
/t/は次の例により音素と して 認定される｡
[t u k u] (得) [r uk u] (毒)
[ti王] (辛) [n i:] (樵)
/t/に該当する具体音声は [t] で ､ 共通語と同様で ある｡ 以下に語例を示す｡
[t a b a k u] (煙草) [k a t a m i:] (片目) [k
､
u t u b a] (言葉)
[t a t a mi] (畳) [t u i] (鳥) [t u n a i] (防) [tiD] (壁)
[ti n tli] (天気) [?a s at i] (明後日) [t a t u] (二年)
/t/は共通語の夕行子音の テ ､ 夕､ トに対応するo その対応関係吐以下の通りである.
前島方言 t i t a t u
共通語 ア タ ト
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対応語例は次の 通 りで あ る｡ また､ チ､ ツに つ い て は既述の/ c/の項を参照されたい ｡
[t i13] (< てん/壁) [ti n d30王] (< て ん じ よう/天井)
[t a tJ皇] (<たち/刀) [t a n i] (<たね/陰茎)
[t u k u r u] (< とこ ろ/処) [?u t uge :] (<おとが い/顎)
ただし､ 夕 が口蓋化する語例がある｡
[w a tJi n u 音量tJa] (<わきの した/脇の下) (1例)
4.4 /s /
/ s/は次の例に より音素と して認定され る｡
[?n :s u] (味噌) [?n:d3u] (港)
/s /は [s , J] の異音を持つ ｡ こ れ ら異音の現われる条件示すと次 の ようにな る0
/s/[
∫/ - 1 ,
s/ - 上記以外
/s /に該当する具体音声は [s , J] で共通語と同様で ある｡ 以下 に語例を示す｡
[ku s a] (辛) [?a sa b a 刀] (昼食) [Ji ba] (舌) [?aJi] (汁)
[s u s u] (梶) [s a b a tJi] (棉) [Jl nJl:] (先生) [Ji:] (巣)
〔∫e;ku] (大 工) [n lり e 王] (青年)
/ s/は共通語の サ行子音に対応する｡ 対応関係は次の 通 りで ある｡
前島方言 s l s a s u
共通語 シ ･ セ ･ ス サ ソ
対応語例は次の 通 りで あ る｡
[Ji r u] (< しる/汁) [Ji r an] (< しらみ/歳) [?ili] (< い し/石)
[?aJl] (<あせ/汁) [k甘Ji] (<くせ/癖)
[ku s u] (<くそ/大便) [?n:s u] (< みそ/味噌)
[s atJi] (<さき/先) [s ak i] (<さけ/酒) [?a :s a] (<あおさ/石
尊) [J去 真] (<すす/煤)
ただし､ 促音化する語例がある｡
[tJa s s aga] (< い かさか/いくらか) (1例)
また､ 語中で有声化し､ さ らに口蓋化する例がある｡
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[?i d3a i] (< いさり/漁) (1例)
シ で ､ 口蓋化する例がある｡
[9皇tJ a] (< した/下) (2例)
前島方言で ス は/s i/に対応するが､ 共通語と同様/ s u/の語例があ る｡
[s u s u] (<すそ/梶) (5例)
また､ セ で も高母音化せず､ 母 音が/ e/の語例があ る｡
[Je詔] (< せん/翠) (1例)
さらに､ セで は脱落する語例もある｡
[t a t u] (< ふたとせ/二 年) (1例)
4.5 / z/
前島方言の/ z/杖次の最小対立により認定される.
[d3i;] (辛) [tJi:] (血)
/ z/に該当する具体音声は [d3] で共通語と同様で ある｡ 以下に語例を示す｡
[d3i:m a mi] (落花生) [d3iLl] (銭) [?a m ad3a k i] (酢)
[d3a;] (座) [ku d5u] (去年)
[?a d31ェ] (咲) [d3i: m a nl] (落花生)
[*u :d3i r a] (A) [s a k a d3itli] (*)
[?o;d3i] (扇) [d3i r i] (義理)
/ z/は共通語のザ行音とダ行音の ヂ ･ ヅ､ ガ行音の ギに対応する. 論述の都合上ガ行か
ら順に対応関係を示す｡
ガ行者ギとの対応関係
前島方言 z i
共通語 ギ
[?o; d31] (<おうぎ/扇) [d31 r l] (<ぎり/義理)
ザ行者との対応
前島方言 z i z a z u
共通語 ジ ･ ゼ ･ ズ ザ ゾ
対応語例は次の通 りである｡
[k o 三d3i] (< こ う じ/敬)
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[k a d3 i] (<か ぜ/風)
[m i m i d3i] (< み みず/み みず)
[?a d3 a] (<あざ/症)
[k u d3u] (< こ ぞ/去年)
ダ行音ヂ ･ ヅとの 対応関係は次の 通 りで ある｡ ヂ ｡ ヅは共通語に はな い が､ 四 ツ仮名の
区別を観察するために ､ こ こ で はあえて記述 して おく｡
前島方言 z i
共通語 ヂ ｡ ヅ
対応語例は次の 通 りで あ る｡
[?a d3i:] (<あ ぢ/咲) [d3i m a ni] (<ぢまめ/落福生)
[申u ‡ d3i r a] (<は ほづ ら/頬) [s a k a d3itJi] (<さかづ き/杯)
ただし､ ヅで擬音化する語例がある｡
･
[k a n d a] (< かづ ら/芋蔓) (2例)
先の ザ行の ジ ･ ズ ､ ダ行の ヂ ･ ヅを区別 し記述した結果 ､ 国語史で い う四 ツ仮名が､ 当方
言で は [d3i] に統 一 され - ツ仮名にな っ て い るこ とがわか る. か つ て の 四 ツ仮名から
変化し､ 現代共通語 で は ニ ッ仮名化 して い る が､ それ と比較 して も当方言は - ツ仮名化
し､ 一 歩進んだ形に な っ て い ると言える｡
5 . 両唇音
5.1 /b/
前島方言の/b/は次の最小対立により音素として認定される｡
[m e:] (飯) [be :] (倍)
/b/に該当する具体音声は [b]で ､ 共通語と同様で ある｡ 以下 に語例を示す｡
[k a nd a b a:] (芋蔓) [b a 刀] (杏) [k甘tJib aJi] (噂)･[b o:]
(棉) [?i:b i] (指) [b il)] (瓶) [?i b i] (海老) [?u;b i] (帯)
[w a r ab i] (子供) [b uJl] (武士) [k u;b u] (昆布) (棉)
前島方言の/b/は共通語の バ 行子音に対応する｡
前島方言 b l b a b u
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共通語 ビ ｡ ぺ
対応語例は次の 通 りで ある ｡
バ ブ
[b i詔] (< びん/瓶) [?a k u b i] (<あくび/あくび)
[n a ;b l] (<な べ/鍋) [w a r ab i] (<わら べ/子供)
[s ab a tJi] (<さばき/棉) [b a ヵ] (< ばん/香)
[?a三b u k u] (<あぶく/泡) [b uJi] (<ぶ し/武士)
ただ し､ ブで遵音化する語例 がある｡
[?a n ra] (<あぶら/油) (1例)
5.2 /m/
前島方言の/m/は次の最小対立により音素として 認定される｡
[m e :] (飯) [p e;] (唾)
/m/に該当する具体音声は [m] で ､ 共通語と同様で ある｡ 以下に語例を示す｡
[m atJigi] (睡) [m a jugi] (眉毛) [n a ma m un] (生もの)
[?m ml] (腰) [Ji m a] (島) [m i;] (芽) [m im i d3i] (みみず)
[?u m e :Ji] (箸) [m i m i] (早) [m a 三m i] (豆) [m u m u] (桃)
[m ud3i] (麦) [m u;k u] (婿)
前島方言の/m /は共通語 の マ 行子音に対応する｡
前島方言 m l m a m u
共通語 ミ ･ メ マ モ ･ ム
対応語例は次の通 りで ある｡
[m i d3i] (<みづ/水) [?m mi] (<う み/膿) [?a m i] (<あみ/網)
[m i:] (<め/日) [? im i] (< い め/夢) [k a:m i] (<かめ/瓶)
[m a:m i] (<まめ/豆) [k a m a] (<かま/釜) [Jl m a] (< しま/村)
[m u tJi] (<もち/餅) [m ui] (<もり/山) [Jlm u] (< しも/台所)
[m ud3i] (<むぎ/麦) [m u王k u] (<む こ/婿)
ただし､ マ で 脱落する例がある｡
[j u k uJl] (<よ こ しま/嘘) (1例)
また､ ミ ､ ムで 擦音化する語例がある｡ 語頭/m/の擬音化につ い て は第4節 比較研究
の項を参照 せれ たい ｡
[?n :s u] (< みそ/味噌) (9例)
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[gk aJi] (< むか し/音) (3例)
また､ 語頭で/m/と/b/とが交替する例がある｡
[b u tJl.] (<むち/鞭) (1例)
さらに､ モ で母音が高母音化せず/ o/の まま の 語例がある｡
[m o王] (<も/漢) (3例)
ⅠⅤ 拍音素
前島方言の拍音素は/N/と/Q/である｡
1.1 /N/
/N/は次の例 により音素として認定される｡
[?u m i] (<うみ/海) [?m mi] (<うみ/膿)
[?n n i] (<い ね/稲) [n nl] (<むね/胸)
/N/は [m , n , I, I)] の 異音を持つ ｡ これ ら異音は相補分布の関係にありそ の条件を
示せ ば次の よう になる｡
m / - p , b , m
n / - t , d, n , s , ㍗
/N/ .I/
- k , g , j
Ll/語末
/N/に該当する具体音声は [m , n , g, D] で 共通語と同嘩である.
[n i n d3i詔] (人間) [gagk u:] (頑固) [?a k ag gw a] (赤ん坊)
[s a m b aL)] (三番) [?m : m e:] (おばあさん) [n ni] (胸)
/N/吐共通語の ンに対応する.
前島方言 N
共通語 ン
[n i n d3in] (< にんげん/人間) [g a g k u:] (< がん こ/頑固)
[s a mb a.I)] (< さんばん/三番)
1.2 /Q/
/Q/は次の例により音素として認定される｡
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[?iltJi] (< いき/忠) [?itJi] (< い つ/何時)
[m i三tJi] (< み っ つ /三 つ) [m itJi] (< み ち/道)
/Q/は [p ,t , s , ∫ ,k] の 異音を持 つ o こ れ ら異音は相補分布の関係にあり､ その条
件を示 せ ば次の よう にな る｡
/Q/
p/ - p
t/ - t
s/ - s
∫/ 一 丁
汰/ - k
/Q/に該当する具体音声は [p, t , s , ∫, k] で ある｡
[?i p pe :] (非常に) [t tJu] (人) [与iIJi :] (薄い)
[w a s sa B] (悪 い) [r i kk a] (サ ア (行 こう) ) [?it tu] (一 斗)
上記の ように前島方言の/Q/は単純に共通語 の促音に対応するとい うもの で はなく､ そ
の 法則 に つ い て は明 らかで はない ｡ ただ多くの場合､ 共通語の促音は前島方言の長音にな
る｡ 以下 に語例を示して いく｡
[m l :tJi] (< みっ つ /三 つ) [m u:tJl] (<む っ つ /六 つ)
第 4節 比較研究
前島方言は沖縄南部方言に属すが､ 南部方言に対置するの は沖縄北部方言で ある｡ ｢グ
ー サ
+ +
で は､ その 中から辺野書方言を取り上げ双方の拍体系を次頁に示 しなが ら比較を行な っ て
い く｡
1) 前島方言の拍体系
< CV >
?i ?e ?a ?o ?u ?ja
[?i] [?e] [?a] [?o] [?u] 必用由
J ｡ ) 】
l ら a
[i] 【e] 【a】
】
u
【u】
<C SV >
?ju ?wi ?w a
[?ju] [?wi] [?w a]
) ● I ● 】 .
Ja JO Ju
ua] [jo】 [ju]
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'
wi
【wi】
)
W a
【w a】
[ji】【je】 【w u】
hi he ha ho hu
[si] [he] [ha] [ho] [*u]
E叡皇L _換 地
gi ge ga go gu
[gi】 【ge] [ga] [go】 【gtlj
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
CI Ce
ELjl rtfe
Ca C O Cu
21 Ze Z a Z O Z u
SI Se S a S O SⅦ
ti te ta to tu
[ti] 【te】 【ta] [to】 【tu]
n l n e n a n o n u
[ni][n e] [n a] [no】 【nu]
rl re r a r o r u
[ri] [r e】 【r a] [ro] [r u]
[di】 [de】 【da] [do] [du】
ml m e m a m o mu
bja
BLEsAi
gjO gwi gw a
[gjo] 馳 叫 B L [gw a]
kju kwi kw e k w a
[kju] 馳 【kw e] [kw a]
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[mi】[m e] [m a] [m o] 【m u】
bi be ba bo btl bjo
[bi】【be】 【ba】 [bo】 [bu】 【bjo】
PI Pe Pa PO Pu
<C N>
?N
'
N
【m 刀 】
< Ⅴ >
1 e a 0 I+
[i】 【e] 【a】 [o] 【u】
Q
【 p t s J k]
2)辺野書方言の拍体系
< CV >
?i ?e ?a ?o ?u
[?i] [?e] [?a] [?o] [?u]
) ◆ ) 】
1 e a
[
■
i】 [e】 【a]
[ji] [je]
u
[u]
[w u】
B L
<CS V >
?ju ?wi ?w a
[?ju] [?wi] [?w a]
】 ● J . 】 .
Ja JO Ju
[ja] [jo] [ju]
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'
wi
[wi]
W a
【w a]
hi he ha ho hu
91 ge ga go gu
[gi] [ge] [ga] [go] [gu]
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
Cl
21
Ca C O C u
短旦】+_[圭sol rtsu
Za Z O Z u
血 _ _ _
ZJa
gJO gv e gw a
[gjo】 虚+ _ 触 【gw a]
kju kw e kw a
[kju]@ ～ [kw e] [kw a]
cju
[tJu】
ZJu
◆
S I S e･ S a S O S u
【Ji] [Je】[s a】 [s o】 [su]
ti te ta to tu
【ti] [te】 [ta】【to] [tu】
n l n e n a n o nu
[ni][ne】[n a】[n o] 【n u]
rl r e r a r o ru
[ri] [r e] [ra][ro] [r u]
[da】[do】[du]
m l m e m a m o m u
[mi】[m e] 【m a】【m o]【m u】
bi be ba bo bu bjo
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[bi] 【be】【ba】[bo】【bu】
PI Pe Pa PO Pu
[pi] [pa] [po] [pu]
<C N>
?N
I
N
【m Ll]
< Ⅴ >
i ら a o u N
[i] [e] [a] .[o】 【u] 上皿 L盈
Q
【p t s ∫ 良 g】
【bjo】
前島方言と辺野書方言とを比較 し､ 差異 の 認め られ た箇所に下線① - ⑪を付 し た｡ 廟を
追 っ て 考察して い く｡
①[?j a] は前島方言で 認 め られ､ 辺 野書方言には認められない拍で あ るが､ これ 披
2人称 の [?j a:] (君) と [ja王] (家) の最小対立により認定きれるが ､ 極 め て語
例が少なく (君) 1話しか見い 出せな い . 辺 野暮方言で は2人称の ｢君+ は [?u r a] で あ
るため前島方言の ような対立が成立しな い の で こ の拍は立 たない ｡
②[盲a] は前島方言で認められ ､ 辺野書方言には認められない拍で あるが､ こ れ は共
通語の ｢百+ が前島方言で は [号a 王k u] で あ るの に対し､ 辺 野書方言で は直音化し､
[h a ku] となるためで ある｡
③[gw i] は前島方言で認められ ､ 辺野暮方言には認められな い拍で あ るが､ こ れ は
･｢夕方+ が前島方言で は [j u ma ggw i] で あるが､ 辺 野暮方言で は[j o王n e :] で
あるために見い出せ な い 拍で ある｡ 付録の語嚢対応を合わ せて参照されたい ｡
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㊨[gw e] は辺野暮方言倣認められ ､ 前島方言手は認め られ ない 拍で ある｡ こ れ は ワ行
子音と深く関連するo [g w a] 披両方 の方言共通 の指で あ るが前島方言の場合は い わゆ
る合物音/s a勺gW atSu / ｢三 月+ な どや琉球方言で よく見られる接尾辞 [g w a] により
認め られ る拍で あるo 一 方琴野書方言は前島方言で見られ る音以外に ワ行子音が 一 部
[gw a] に なるo ｢ワ+ の み な らず ｢ヰ+ ｢ヲ+ が後続の 母音と の関係から [gw a]
に なるこ とがあるo こ れ らと合わせ て ｢ヲヤ+ が[gw e] になる例が認められ ､ 辺 野書
方言に汝前島方言より多くの/g w/の拍が設定され るこ とに なる｡
⑤ [k w i] 披前島方言で 認め られ､ 辺 野書方言に は認 められな い 拍で あるが ､ こ れ は
共通語の [k o e] ｢声+ が前島方言で は [k w iヱ] に なる. これ は [k o w e] が高
母音化 し [k u w i] にな っ た後/u wi/の部分が/
'
w i i/ ( [w l:] )に変化
したと考えられ るo 一 方辺 野書方言で は前島方言同様､ 先ず高母音化する｡ 次に子音変化
で あ るが､ 辺野書方言で 披共通語の 力行子音がh音化するため [*u i] にな る｡
⑥辺野暮方言で は [1] の前で [J] になるo また[e] の語例は見い 出せ なか っ た ｡
∴ 方 ､ 前島方言で はす べ て の 母音の前で 口蓋化する｡
前島方言
[tJ圭n a] (丁度)
[官主tJe ..] (顔)
[b a tJa :] (蜂)
[tJo ‡r e王] (兄弟)
[k a tJu :] (鰹)
辺野書方言
[tJigo :] (丁度)
[t s a :] (茶)
[t s o : r e :] (兄弟)
[t s u申e:] (唾)
前島方言は辺野書方言と比較して 口蓋化が顕著な方言と言える｡
⑦/ z/で あ るが､ 先ず前島方言で は全段で 口蓋化する｡ 両方言で異なりを見せ るの が
/ z j a/ /zj u // zj e/で あ るo 先 ず/ z j a/で あ る が､ 前島方言で は/
z j a / と/ z a / が 自由交替 の 関係 に あ る の に対 し ､ 辺 野書方 言 で は [
a m ad z a k i] (節) [?a d3a] (症) の ように/ z a / /zj a/は区別され
る o こ れ は/ zj a/が/ r a/と関係が深く､ 年代差と思われるが予備調査で 臥 語に
よ っ て は自由交替の関係で現れる こ とがあ っ た o しか し､ 本稿で は自由交替の関係で は扱
わな い ｡
次に/ zj u/であるが､ 辺野書方言で は [*u d z u] (去年) [ga;d3u:] (強
悼)の ように区即があるもの の ､ 前島方言で は [k u d3u] (去年) と [ga:d3u:]
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(強情) の ように口蓋化し/z u/と/ zj u/の 区別が ない . こ の こ とと⑦と合わせ七
前島方言は口蓋化が顕著で あ る｡
また/ z j e /は今回の 調査 で は前島方言の み に見い 出されたo こ れ 辻 [k a d3i]
(風) と助詞[j a] は)の連母音が融合し[k a d3e 三] とな っ たも の で あ る .
⑧/sj u/で あるが､ 辺 野書方言で披 [m aHu] (塩) と[k u s u] (莱) の 区別
があ るが前島方言で は [m a 言 Su] (塩) と [k u s u] (莱) で区別がない o また/
s j o /で は辺 野書方言は [Jo :b a i] (商売) [gu s o言] (後生) の区別がある
が ､ 前島方言で は [s o;b a i] (商売) [gu s o ;] (後生) で 区別がな い ｡ た だ
し､ [s o三3
.
u 芸] (醤油) [s olgW a 七Ji] (正月) の ように両方言 で直音化する
例も認められた｡
⑨前島方言で は[h] と [*] とが自由交替 の関係にな っ て い る ｡ 一 方 ､ 辺野書方言で
は[p] と [争] とが自由交替の関係にな っ て い る . 琉球方言の ハ 行子音は先行研究によ
り
且∠丑ユ > 且 > 止 > 止
(1) (2) (3) (4)
の変化を遂げる｡ 辺野書方言で は (2) から(3) へ の 変化を完了 しつ つ ある｡ また前島
方言は (3) から(4) へ の 変化をほぼ完了しつ つ ある｡
⑩/?N/の具体音声には [?n] [?m] がある. [?m] 旺両方言で認 められる が
[?n] 披前島方言だけに現れ る. 前島方言で は
語頭の 母音
[i, u] ＋ [m , n , z]
の場合語頭で授音化する｡ そ の結果[?n] も認められる｡
[?n n ad3i] (鰻) [?n d o : n] (熟す) [?n d3i: 詔] (出る)
また次の ような場合も語頭で授音化するが､ 必 ずしも/?/を伴うわけで はな い ｡
語頭の
[m] ＋ [i, u] ＋ [d, s , n , z]
[n :s u] (味噌) [n :d3u n] (見る) [?n d a ri : n] (臥れる)
[n nl] (胸)
こ の ように前島方言で は [i, u] 母音の前後に歯茎音､ 鼻音が来た場合授音化傾向に
あるo とこ ろが辺 野書方言で は こ の ような現象は見られな い ｡ 以上 の理由で 辺野書方言に
は[?n] が認められない . ただし､ [?m;m e:] (お爺きん) (義父)があるの で
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[?m] は認定される｡
⑪[g] は前島方言で認められ､ 辺 野書方言に は認め られな い 拍で あ るが､ こ れは ｢さ
あ行 こう+ が [勺 王 k a] で ある が辺野書方言では相当する語が見い 出せ なか っ たために
拍として立て られなか っ た ｡
第 5 節 まとめ
本論考は沖縄南部方言に属す前島方言を記述研究し､ 沖縄北部方言に属す辺野書方言の
拍体系と比較した｡ そ の 結果以下 の ような こ とがわか っ た ｡
辺 野書方言と比較すると前島方言には 2つ の 特徴が見られる｡ 一 つ は 口蓋化で ある. 前
島方 言の/ c/, /z/はすベ て の 母音の前で 口蓋化する｡
前島方言
[tJa 王] (茶)
[tJo 王r e :] (兄弟)
[tJim pe ;] (鰹)
[ku d3u] (去年)
辺野書方言
[t s a :] (茶)
[t s o :r e :] (兄弟)
[t s um 唾,e:] (哩)
[申u d z u] ( 去年)
2 つ めは換音化現象で あるが､ 語頭母音/1/, /u /以外にも/ m i/､ /m u/の
後続に[n , s , d , m] の ような鼻音的な音もしくは歯茎音的な音が来る場合は授音化
するため/?N/ /N/の語例が多く見られた｡
[?n na d3i] (鰻) [?n d o : 刃] (熟す) [?n d3i : n] (申る) [n : su]
(味噌) [n ヱd3uLl] (見る) [?n d a ri ; 13] (乱れる) [n ni] (胸)
一 方辺野書方言は語頭で 夕行子音が/s/に､ ま た力行子音が/h/になる｡ 加 えて ハ
行子音も北部方言 一 帯に見られる/p/から/h w /へ と摩擦音化 の傾向が顕著で あ っ
た ｡
凡例
1. 記述は国立国語研究所のIP Aに従 っ て い る｡
1. [ ] は具体音声､ / /は音韻を表す｡
1.音韻対応で は次の ように表記した｡
[具体音声] (<対応語/意味)
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ただ し音韻変化 の 場合は後に語例数を示 して お い た｡
[具体音声] (<対応語/意味) (請例数)
1.対応語で ､ 現代共通語に対応語が見出せ ない 語につ い て は古語との対応関係を見出 して
い っ たがそ の際に 『岩波 古語辞典』 を用 い た｡
参考文献
平山輝男他 1 96 6 『琉球方言の総合的研究』 明治書院
平山輝男他 1 9 6 7 『琉球先島方言の総合的研究』 明治書院
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資料編 前島方言基礎番褒表
第1章の音韻捧系娃以下の 基礎寮褒を基をこ立られて い る ｡ 一 つ 以上の欝褒が見 い 出せた
帯 に つ い ては並記 した ｡
項目 前島方言 項目 前島方言
間 t a n ak a 与える k w i = 払
会う ? a =i 瓜 暑い ? a tS孟 s a 払
育 ? o ニ r u = 集まる ? a tSi m a j u 温
扇 ぐ I? o =d 3 u 汲 集める ? a tSi■m i.j u 汲
粛げ ? o =g iSe ニ 級 k u Si
石革 J7 a = s a 跡 ? a Si n uk a t a
青大将 ? o = n n ad:5a = 穴 m l = m l =
垢 g ig gu 払 貴方 ? u nd 3 u
赤 ? a k a = 貴方たち ? u nd 3 u n a =t a ニ
赤い ? a k a s a 瓜 兄 j a t tSi =
あか ん べす る g e = S u 瓜 節 ? m ニ mi =
赤ん坊 ? a k a 9 gW a あの ? a n u
明るい ? a k a g a t o ニ 払 肋骨 s o =k i bu ni
上がる ? a g a i 払 あぶく ? a =b u k u =
秋 ? a k i 油
雨戸
? a n d a
商い ? a tSi n e = ? a n r a
飽きる n lr l = 瓜 h a Si r u
あくび ? a ku b i 柄 ? a mi
明け方 ? a k a t S孟tSi 編む k u m u瓜
開ける ? a k i= 払 雨 ･ ?a mi
上 げる ? a 9 1 = 瓜 鶴 ? a m lg W a =
覇 k a ku d 3 i 荒 い ? a r a s a 払
甲 ∈皇t im i t i あれ ? a ri
蘇 ? a s ad 3 i = 彼 ( あれ) ? a r l
症 ? a d 3 a 彼 (あれ) たち ? a t ta =
明後日 ? a s ati 洗う ? a r aJ u瓜
足 G is a = 蟻 ? a i ko =
咲 ? a d3 i = ありがとう n i車 e =d e =bi r u
明日 ? a tia = 渉く ? a
L
t tiu 瓜
汁 ? a Si 有る ? a 瓜
彼処 ? a m a 主 n u= Si
温かい n uku s a Ja. 粟 ? a w a
頭 t !.i bu r u 慌て る ? a w at ij■u = R
新しい m l = S a 瓜 慌て者 ? a w atij a =
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項目 前島方言 項目 前島方言
胃 ? i ニ 位牌 ? i車 e ニ
言う ?i = 汲 一 俵 ?i p pu =
衣 j a = 令 n a n a
烏賊 ?i tS a 蘇 ? u t tu
息 ? i ニ tSi 芋 ? 氾 m u
息をす る ? i = tiisge =i 温 芋づる k a nd a b a =
息をして い る L7i = t‡i s o = 鼠 い らっ しやる m e nSe =i 汲
行く ? i tSu 汲 入 口 ? i r i g u t.‡i =
蘭草 ji ニ 居る W u 払
いく つ ? i ku tJi 射る ?i = 瓜
いくらか t‡ a s s ag a 入れる ?i r i = 弘
池 ? i tSi 入れ墨 h a d3 i tfi
一 昨日 w ut t i= い る か qi = t u
石 ? iSi 負 ?■i r u
医者の家 ? i s an uJ a ニ 祝い ? u J u e =
急ぐ ? a w ati = 汲 陰部 (女) ho =
板 ? i t a 陰茎 t a ni
一 日 Git tii = 上 ? w i ニ
一 年 ?i t!in i 汲 飢える w ug a r i = 払
い つ りi t!i 植える ? w IJ u 払
■ ●
言 っ たの に ? i tSa m u 払 浮かぶ ? u tSu 払
泉 7 i d3 u 瓜 浮標 ? u k i
一 緒 m an d3 u 払 受ける t u i 瓜
一 斗 ? it tu 動く ?i = t!u 臥
- 羽 t i = t‡i 動かない ? i = k a 払
一 等 ? it to ニ S O = 兎 ? u =
い つ も Gi t tSi = 午 ? u ‡ i
糸 ? i = tiu ニ 牛小屋 ? u !i n u j a =
井戸 k a = 級 ku Si
従兄 ?it Sv k u 臼 ? u ‡i
田舎 ?i n ak a 棉 (頭の) m a =tiu =
犬 ? i 払 嘘 ju k u
■
ii
稲 ? n ni 敬 ? u t a
(稲を)扱ぐ Si r agi = 瓜 歌う ? u t a i 瓜
令 n u tSi 疑ら ? u t･a g a i 瓜
糸 ? i = t‡u ニ 打つ ? u tSu 払
祈る n lg･e = i 払 腕 ･k e =n a
一 杯
●
m 1 = うな ぎ ? n n a d3 .i
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項目 前島方言 項目 前島方言
奪う ? u b a i 瓜 押す ? u s ui 払
局 ? m m a 遅い n lニ S a 瓜
生まれ る ? m m a ri = 汲 恐 ろしい w ut u r u s a 瓜
港 ? u m i 落ちる ? u ti ニ 払
膿 ? m m i 普 ? u t u
産む n a S u瓜 お とが い ? u t u g e =
埋めろ ? u mi = 瓜 お とと し n tSu
羨ましい ? u r e = m a s a お とな しい ? u 車 u J a S.S a 私
売る
●
? u l瓜 踊る m O = 1 瓜
うるさい J a g a m a S a 払 踊 り上手 J u = m O =J a =
鱗 ?i r it!i 驚く ?u r u r utiu 払
負 ? ij u 男 ji k ig a
逮 車 u = 女 J l n a9 u
絵.
L r
J l 二 大人 ? u 亜 u t t!u
柄 ti 孟k a お父さん S U ‥
･餌 m u n d a ni 義父 S U ‥
枝 J u r a お母さん ? a m m a ニ
海老 ?i b i 義母 !主t u ? a m m a=
選ぶ ? i r ab u 瓜 お爺さん t a mm e =
港 ti i n n uku b i おじさん w u ntSu こ
蘇
● ●
J l 瓜 ■ お 兄さん j a t tii
局 d3 u = お姉さん ? m =m i =
お いしい m a = S a 払 お婆さん ? m m e =
追う ? a t u ? u =i お ばさん
弟 ( 妹)
b a = 9 W a こ
大きい
●
m a g l S a 瓜 b a =
拝む
置かれて いる
W u9 a m u 瓜 ? u t tu
り u =t o =t o = su 瓜 夫 w ut u
? u k a t to ニ 払 お腹 w at a
さとうきび w u = d 3 i 鬼 ? u n i
起きる ? u k i= 払 罪 W u = 瓜
置く ? u t‡o = 瓜 育 ?u て b i
送る ? u k u i 払 覚えて い る ? u b i to = 汲
棉 w u= k i 重い ?m bu s a 払
起こす ? u k u su 払 面白い w uk a s a 払
おし ･t5i.ニ g-u ニ 泳ぐ ?u こ d3 u 払
教える n a r a =. S u 汲 降りる ? u ri ニ 汲
怖じる 甲 u d3 iju 汲 ■斡る W ul 汲
雄 W u= m u汲 居る W u 汲
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項 目 前島方言 項目 前島方言
折る W u = 1 瓜 菓子
風
数える
肩
固まる
k w a =Si
折れる W u ニ r l = 払 k a d3 i
終わる ? u w ai 払 J u m u 瓜
おまえ (君) ?j a = k e = n a
お前たち ? i t ta = ku 車 a i 汲
兄弟 tS o = r e = 壁 (か ら) n e= 払
斧 W u = 払 回 kw a i
育 ? u =b i 形
刀
片目
k a =t a =
おまえ (君) ?j a ニ t a tS孟
お前たち ? i t ta = k a t a mi ニ
親 ? u J a 勝つ
鯉
蟹
m ak a s u瓜
女 J l n a 9 u k a tiu =
姉妹 t! o = r eニ g a ni
飼う t‡孟k a n a i 払 金 ku g a ni
買う k o =i 汲 壁 k a t ak a
負 ? a 尋 a k e = 南瓜 t‡i つkw a=
蛙 ? a t a b i= 鎌 ? in ar a =
帰る k e = i芯ゝ 塞 k a m a
帰ろう k e = r a かまきり ?i s at u =
変える k e =i 私 餐
舵
k a r ad3 i
蘇 tSi r a k a r ad3 i g
■i =
鏡 k a g a 瓜 k a bi
確 j e =ku かび k o =d3 i
垣 (かきね) da k i ka ku i 秤 ･? u k a m i
書く k a t‡u 汲 育 k a n n ai
掻く k a k a d3 i = 瓜 被る k a n d3 u 払
欠く k a ki to =払 噛む ku =i 瓜
掻け k a k e = 噛み付く k a n a = !e こ
欠ける k a k i= 払 噛み付かれた ku = r ari ニ 払
賭ける k a ki = 瓜 借りる k ai 払
掛ける k a ki = 払 借りて おけ k a t o = k e =
欠けて い る k a k it o = 払 枯れ る k a r i こ 瓜
貸す k a ra su 瓜 乾く k a ニr a t5u 瓜
火葬 k w a s o ニ 担ぐ k a t a mi = 瓜
喚ぐ ･k a d3 a Su R 変わ る k a w a i 払
隠す k a d 3i m i = 瓜 考える k a 9 g e =i瓜
角 (かど) k a r u かゆい J l ニg O = S a血
▲ ●
影 k a ニg a = 負 k a =m i
y
t
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項目 前島方言 項目 前島方言
渡 k a = mi 去年 k u d 3 u
碑 ? u k e = 轟 ku mo ri
鳥 g a r a S a ニ 義理 d 3 i r i
彼 (あれ) ? a r 上 顔 ? i ニ tSu g a Si ニ
彼ら (あれたち ? a t ta ニ 着る t iiニ 汲
皮 k a = 着て い る t Si tSo ニ 払
川 k a = r a 切る tSi = 汲
体 d u = 銀 n a nd3 a
寵 b a =k i 釘 k u d3 i
干潮 ? u s uぢ i = 払 黒 k u r u こ
清瀬 ? u s u m itSu 汲 食う k a mu 汲
元日 g a nt a n n uぢi = 草 k甘 S a
頑固 g a こ)ku = 腐れ る k闇 S a ri = 汲
戟 (強情) g a =d3 u ニ 腐れて い る k u s a rit o ニ 払
男やもめ J a gu S a mi 櫛 s ab a t Si
. 女や もめ J a gu S am i 薬 k甘 S ui
蚊 g a d3 a 瓜 崩す ku = s u 払
餓鬼(ガチマイ). 9 a tSi m aj a = 崩れ る k u = ri = 瓜
我慢する
●
n l r l= 瓜 癖 k甘 Si
木 ki = 口 k u t‡i
消える ti a =i 瓜 唇 ? w a ニSi ba ･
消す t Ja = su 瓜 い るか ぢi = t u
きれい tiu r a s a 払 育 k a d3 i g a ニ
きたない h a g o = s a 払 車茶 k u mu
聞く tf主tS u 瓜 汲む ku mu 瓜
聞こう tJik a 蜘妹 k u こ b a n g a =ii
きの こ t iin u k u 倉 k u r a
草色 tSi = ru = 夕暮 J u m a 9 gW i
きらう S主k a 瓜 来る t Ju = n
休息す る j u ku i 瓜 車 k u r u m a
傷 k i d.3 i 黒 ? i r u ku r u=
北 n i = n u垂 a = 暮れ る J u = n ui = 払･
昨日 t‡主n u = 呉れ る k w i･t e = 瓜
牙 t!i ニ b a 轍. k w e =
肝 t‡i m u く しやみ h a n a G i = 瓜
着物 tfiJaL くす<る k甘 tiu g u i n
旧 kj u = 大便 k u s u
今日 tiu = 愚痴 j a n a g u t!i
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項 目 前島方言 項 目 前島方言
比べ る k u r abi = 汲 恐 い ? u t u r u s a= 汲
く っ つ ける
毛
t a k kw a = s u 汲 壊す k u = su 払
tS 基k iニ 鼠 これ ku r i
k i= この k u n u
消す tSa ニ S u 汲 昆布 ku = bu
下駄 t a tSi b a = こぶ し k o =9 W a = S a
放る k ir i tu b a ‡e = 後生 ( 来生) gu S O =
喧嘩する ? o ニ 瓜 御礼 9 u ri =
痩 k i bu i 牛革 g u m b o 二
片足跳 び g l = t a ニ 碁 gu ニ
粉 k u = 座 d3 a =
香 (線番) ? uk o ニ サア (行こう)
竿
9 ニ k a
麹 (コ ウジ) k o =d 3 i r ik ka
壌鮪 k a =b u ニj a ニ S o 二
牽丸 k u ニg a 玩 gi r a
声 k w i ニ 柿 s ak a d3 i tii
小刀 Si = g u 先 s atJi
今年 車 u t a b i 裂く ? a k a s u 払
黄金 k u 9 a ni 裂ける s ak i= n
此処 ku m a 刺す n ut‡u 瓜
心 k u ku r u 探す k a m e =i 払
贋 9 a m ak u 触る
●
S a= l 瓜
琴 k u t u = 叫ぶ ? a b i= 瓜
言葉 k u t u b a 覚める m i = k甘 車 a i 瓜
子供 w a r ab i 萎える n e = 瓜
米 ku m i 下 ぢ主t!a
子守 k w a muj a = シ ー サ ー Si = s a =
舵 k w e = 次男 d 3 in a R
兜桶 kw e = w uk i= 自分 w a = m u nd o ニ
越える k w i ニ j u 瓜 島 iiln a
把える k w e =i 払 . しや くり s ak ko =b i
焦がす n a nti主tii!ini:zl 三味線 s a nSi 払
滑< k u =d3 u 瓜 重箱 d 3 u = b a ku
答える ? i r e= J i 瓜 正月 s o =g w at Si
こする ‡i = 瓜 上下 ? w i = t u G主tS a
こぼす ? i = k e = r a s u R冗敦 t e =車 a
転ぶ k e = ri ta n 上手 J u =･ S a =
殺す ku r us u = 払 丈夫な g a n d3 u =
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静かな i i d3 ik a 双生児 t a =tSu =
小便 Si = b a i 草履 s ab a
書物 s u m u tSi 袖 S u r 上
醤油 S O =J u = 価 h a n t a g w a =
義 fi r a 汲 祖母 m = m e =
尻 tf i b i 壁 (天) t im
汁 ii r u その ? u nu
印 h a 血 それ ? u ri
白 fi r u = そ こ ? u m a
心配 Ji w a 外 車 u k a
自慢 ? i ba t o = 瓜 損 ? u r u k i= 払
巣 Si 二 染める S um l = 瓜
節 ? a m ad 3 a k i 揃う
●
S u r l= 瓜
鍬 ぢi = r a 剃る S u l 瓜
直 < t a r e = m a 雑炊 d:5u = 5i =
･ 筋 k a d3 i 雑巾 S ･u S u l
煤 Si = Si 焚き付ける m eニ S u 払
裾 S u S u 助 ける t a i 皇k i = 瓜
珍 Sin a 尋ねる t a d3 i n i = 払
炭 S u m l 耕す t a g e = su 瓜
す< n･a m a 立 つ t a tSu 瓜
涼む Si r a muJ & 立て る t･a ti = 瓜
捨て る ぢ皇ti = 瓜 建て る j a =d 3 u k u i
滑る ii n ri = 瓜 頼む t a nu m u 瓜
済む n a =n at o = 瓜 食 べ る k a m u瓜
磨る Ji = 瓜 黙る d a m ai 払
する S u 且 だ ます d a m a s u 瓜
坐る
● L
J l = R 中寿する ? a t a i 瓜
背負う k a t a mi= 払 使う tS孟k a i 瓜
添 える ■S i=j u 瓜 つ かむ k a t!im i = 汲
育て る 垂 u r u w a ニS u 瓜 疲れる w u t a i 瓜
青年 n i = Se = 突き刺す り主ti主ku d 3'i = R
咳 s a k ku i 突く t S主.tSu 瓜
背中 k u Sin a g a n i 着く t S 主tSu za
戟 k u m ui (餅を) 端く t S皇tSu n
蘇 Se 瓜 注 ぐ S a S u 瓜
膳 ? u d3 i 瓜 作る t S主k 叫 i 瓜
全部 (請) n n a 続く tSi d3 i ku 払
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続ける tJi d3 iki = 払 畳 t a t a 芯ゝ
包む tS孟tSi m u 払 平らな ぢi･r a k a =
釣る tSi = 払 棚 t a n a
出来る d ik i= 瓜 種 S a n 上
照らす ? a k a g a r a s u 瓜 旅 t a b i
照る t iニ r a n uti = 瓜 食べ 物
卵
k a mi m u n
出る ? n d 3 i = 払 m u 凪
出会う ? a = 1 瓜 ku g a
どうする か t Sa = s ug a 誰 t a =
研ぐ tu d3 u 汲 煙草 t a b a k u
届く t u r u tfu 払 血 tSi =
飛ぶ t u b u 瓜 地 d3 i =
止める tu mi = 瓜 落花生 d3 i = m a = mi
泊まる t u m ai 瓜 魂 t a m aSi
取 る t u i 払 力 tS孟k a r a
溶ける t甘 k a s u汲 地廉 n e =
田 t a = 礼 tii =
代金
大概
d e = 乳首 tii = n uk u b i
r e 二 父 S u =
t e =9 e = 茶 tSa =
太鼓 t e = k u 茶碗 m ak a i
大工 Se ニk u 長男 tSa ku Si
大根 d e ニk u n i 蝶々 h a =b e =r uニ
大事 ? a t a r a saEaL 朝食 G孟tim i t im u Ea.
台所 ii m u 昼食 ? a s.a b a R
台風 k a d 3 i車甘 t!i 夕食 j u =b a 払
大変 d e = d3 i 丁度 tJ o = r u
太陽 t i こ r a 杖 g u = S a R
港 t a k i 月 tS皇k i
沢山 m a nd o = 瓜 月 (年月の) g w atSi
丈 t a k i 次の ? a tu n u m u 払
竹 d a ki 漬物 t!主k im u 瓜
竹馬 k i=.b is a = 土 n t5 a
獄 7 u t a k i 鼓 tSi d3 i m i
蛸 t a k u 瀦 tii n a
確かに j a r ah a d3 i r o 角 (つ の) t‡i n u
互い に t a 白.e =n i 哩 ■t_Si m p e =
度々 k a d3 i ka d3 i 秦 k a =m i
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妻 t u d3 i 毒 d u ku_
爪 t5i m i 泥 d u r u
革 (つ る) k a n r a : 直す n O =S u 汲
釣撮 k a =m i = 治す n O ニ S u 汲
つ んぼ m i9k a ニ 流れる n ag a ri = 汲
手 t i二 泣く n atiu 瓜
手首 t i = n uku b i･ 無くなる n e = n n at o = 汲
鉄腕 t ip pu ニ 投 げる n a g l = 汲
敵 t壷tSi 殴 る s u g u i 汲
天気 tin tSi 撫で る n a r l= 払
鉄 k a ni 鳴る n a 1 汲
天井 ti n d3 0 ニ 慣れる n a r l = 瓜
一 緒 m a nd 3 u 瓜 習う n a r al 払
戸 h a Si r u 謙める
I
n a m l= 瓜
どう (するか) tS a = (s ug a) 負 n a =
道具 d o =g u 甫 n e =
動物 ?itJi m uSi 仲 n a =k a
とう もろ こ し t o = n utii 瓜 中 n ak a
とかげ ? a t a b it Sa ニ 夏 n a t‡i
時
時々
b a = 何 n u =(j a g a)
t u tS孟 鍋 n a ニb i
m a ru k e = ti 鉛 n am a r l
得 t u ku 波 n a m1
戻 (とこ) d3 a S孟tJi 漢 m l = n a r a
何処 m a = な まもの n a m am u 瓜
処 t u k u r u 似合う J u =? a =i 瓜
年 t u ii 煮える n l = 瓜
友
お供
d u Si g w a = 握る n i d3 iju 払
d u ‡i 逃げる G i乞)gi = 瓜
? u t u m u 濁 る n 19 gW i = 瓜
どもる ? i d3 a n i 似て いる n it! o = 払
どもり ? id3 a n a = 似る
●
n l = 瓜
磨 t u r a 荷 n 1 =■
とげ n d3 i 匂い k a d 3 a
鳥 t u i 肉 Siii
烏龍 t u ik a g o 西 ? i r i
どれ d 3 i r u ニ 人 t
■
a i
鍋 ? a k u g a n i ニ 年 t a t u
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人形 n i9 d 3 0 ニ 運ぶ k aj u = s u 払
人間 n in d 3 i 汲 始める h a d3 i m i : 汲
人参 t Si n eニ k u ni 入る ? i ニ 瓜
虻 n o ニd3 i 走る ■h a =j e =
拭う S u Su l 弘 掃く h o =tSu 汲
盗む t u i 鼠 働く h a t a r a tS_u 払
縫う n O = l 汲 話す ? i = 汲
滞れた ? n ri = 温 放す h a n a s u 払
塗る B u l 汲 暗れる h a ri = 払
脱ぐ n ud3 u 汲 腫れる h a ri ニ 汲
抜く n ud3 u 汲 歯 h a 二
盗人 n u Su r u 秦 車 a =
布 n u n u 灰 h e =
棉 n l ニ 塊 車 e ニ
麻う n lg a i 払 箱 h a k u
寝る n i n d3 u 汲 塞 h a k a
猫 m aJ a ニ はさみ h a s a 瓜
ねずみ ? e nt ‡u 端 h a n t a
根元 n i = m ut u 棉 h a Si
熱 n i tS i は し ご h a Si 9 0
残る n uku i血 箸 ? u m e =Si
伸びる n ubu 払 柱 h a =j a
伸ばす n ub a s u 汲 芭蕉 b a s a =
乗せ る n uSi = 払 裸 h a r ak a
乗 る n u 1瓜 裸足 k a r ab is a =
飲む n u m u 払 働き者 ? a g a tia =
蘇 n u m l 畑 h a r u
呪い ?i tii d3 a m a 蜂 h a tS a =
の ど n u = rl = ば っ た ? i s at u =
脳みそ n O =m l S O 花 h a n a
野原 n o h a r a 鼻 h a n a
這う h o =i 払 帯 h a n a ;i
生える m i ニ J u払 鼻血 h a n a d3 i =
吐き出す h atii ? id3a S uJa 鼻 っ たれ h a n a r ai
吐く h a tSu 払 羽 h a ni
計る h a k a i 瓜 鳩 h o =t u
跳ね る h a n i = i 払 半分 h a mb u 瓜
禿げる h a gi = 瓜 パ パイヤ m a nd 3 u =.･i 瓜
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ハ ブ h a bu 十 t u =
蘇 h a こ m a 十 - d3 u =?i tSi
ハヤシ h e ニSi 十 二 d3 u = ni
腹 w at a 十三 d3 u ニ S a 温
はらわた w at a mi ニ m u 瓜 ニ 十 n id 3 u =
針 h a = i 三十 s a nd3 u =
春 h a r u 四十 j o nd3 u =
芭蕉布 b a s a= 五十 g o d3 u =
蕃 b a 私 六十 r ok u d3 u ニ
馬車 ゎ a s a? m m a 七十 n an a d:5 u =
引っ 額る G皇tJu 瓜 八十 h a tfi d3 u =
千る 車甘 Si ba 九十 kju =d 3 u =
放る m atiih o =i 瓜 育 ぢ a =k u
広げる ぢi r u gi = 瓜 二 百 n iぢ a k u
火 車 i = 千 J e 瓜
･火箸 車 i = b a =Ji 暇 m .a r u
東 ? a g a ri 級
●
W l = r u =
東風 ? a g a rik a d 3 i 病気 J a m m e =
港 ぢi d3 i 昼 Gi r u
肘 車 id3 i g e こ 瓶 (びん) bi 汲
皮膚 ka = びっ こ n e =d 3 a =
非常に I?ip pe = 吹く 車甘 tJu 瓜
美人 tSu r ak a =gi = 膨れる 車 u k u r i = 払
蘇 ぢ孟tJe = 増える ? u 亜 u k u n a i 払
左 ぢi d3 a i 拭く S u S u lR
日照り G a =i 蓋をする 車 甘 t a S u 瓜
光 ? a k a gi 踏む ku ra mi ニ 瓜
人 t tSu 踏んだ ku r am i t a 瓜
日 ぢ i ニ 降る 申 u i 瓜
- つ t i = tJi 振る 車 u i 瓜
ニ つ t a =tSi 取る k w eニ i 瓜
三 つ m i = t Si ふくらはぎ k u n d a
四 つ j u = t 5i 餐 車 u ku r u
五 つ ?i t!itJi 節 車 u･n i bu n i
六つ m -u 土tSli 圭 垂 甘 t a
七 つ n a n a tS･i 豚 ? w a 二
八つ j a = tfi 豚小塵 車 u = ru
九つ ku k■u n utii 舟 申 u n i
2 84
項目 前島方言 項目 前島方言
冬 車 u J u 枕 m ak kw a
ブラ ンコ ? i n d a =9i = まわり m a W al
古物 車 u ru m u 払 蘇 ? m m a g a
風呂 J u =車 u r u 股 m at a b a Si
風呂敷 ? u t S甘 ku i 松 m a =tSi
武士 bu Si まつ げ m at! i g i
減る ぢi n a i 瓜 豆 m a = m l
ぺしゃんことする !孟p pir aka su払 眉 m aJ u g l
離れて い る h a n a rit o = 瓜 丸 m a ru =
鹿 車i = 真ん中 m ak a d3 i 温
へ そ t e m b u su まだ m a = r a
箆 (へ ら) 琶i = r a 又 m at a 払
便所 車 u = r u 軽口 m e = ni t! i
ほどく 車甘 t u tSu 瓜 其っ すぐな m at to ニb a
誉め る 車 u mi = E a 見える m i = J u 払
掘る 車u i 汲 見せ る m iJi = 払
徳 車 u = 見付ける m i t‡i k i= 瓜
帆 車 u = 見る n =d3 u 瓜
棒 b o = 乱れ る ? n d a ri = 瓜
包丁 h o = t5a = 実 k i = n u n ai
壌 車甘 k u t f孟t!i 右 n id3 i r i
星 垂甘 Si 岬 m i s ak i
骨 車 u n i 港 n n a t u
頼 車 u = d3 i r a 水 m i d3 i
本当 亜 u nt o = 店 m atS ja
ポ ー ボ ー p O = p O = 味噌 n = S u
勝腕 Si:baibuktlr u 溝 n =d3 u
曲がる m ag a i 瓜 道 m i tJi
曲げる m ag l 二 瓜 三日 m i k ka
負ける m ak i= 瓜 蘇. m l r O rl
崇わる m a ニ l 瓜 南 h e =m a ニi
迷う m a J u i 払 耳 m lm 1
混ぜ る m ag 1 = 瓜 みみず m i m id3 i
待つ m at‡u 瓜 皆 n na
真似る n e =b is u 瓜 蒸す ? m bu s u 払
巻く m a tiuz a 結ぶ ku n d3 u 払
節 m e = 土:ヒ日 o■k a !i
薪 t a mu 瓜 麦 m u d 3i
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大麦 m a9 i m ud3 i や きもち r i n tSi
/3＼麦 gu ma m ud3 i 野菜 j a ニ S e =
婿 m u =k u 山 m u l
虫 m uJi 塵墳
●
J a =n u? i ニ
敬 bu tJ息 闇 k u r aSi こ 汲
顔 ? n ni 病気 j a m m e =
材 Si m a 檎 J a l
め ぐる 皿 a こ 1 汲 許す J u r u Su 汲.
目 m l ニ 顔 J uニ
姪 m i こ k kw a 幽霊 J u =ri =
甥 m i = k kw a 雪 j u k i
雌 m l ニm uE a 床 (ゆか) j u k a
蘇
飯椀
m e =
m ak a i
夕方
勝気
J u S a n ri
J u m a9 gW i
芽 m l = ? a tS壷k i
めくら m i k kw a = 油断
I
J a ･r a 瓜
燃える m e = J■u 瓜 拷 ? i bi
持つ m utSu 弘 指輪 ? i = bi n agi =
●
j uiもらう･ J i = J u Ea. 百合
滑れる m u l血 弓 J u mi
藻 m O =gu S a 夢 ? i血 l
もう n a = 酔う w i ニ J u払
もっ と n a =ぢi 瓜 寄せる ■ii = k i= 払
もしか m u i孟k a 音ぶ ? u s s a 瓜
餅 m utJi 用意する ∫.孟k o =i R
初 m un u 読む J u m u 瓜
物雷
桃
m u n u9 a t a i 呼ぶ j u b u 瓜
k i= m um u 集まる ? a t Si m ai 瓜
膿 ( もも) m um u 夜中
蓮
横
荏
嫁
輿
来年
m a ju n ah a
門 d3 0 = 垂 u ニ tii ba =
文句
焼く
痩せ る
や めろ
休む
j a n ag u tJi
j a t Su 瓜
j u ku
J u r u
J O =g a r i = 瓜
●
J u m l
I
J a m l= 瓜
ju ku i 瓜
d a ku
J a =1
病む J a m m e = 利子 r l =
塵
山羊
j a =
G i= d3 a =
佑気
漁
r i n t!i
? id 3 a i
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料理 k w at tSi = 尋ね る 七 a d 3 u ni = 汲
老人 t u s ui 鶴 W a
両方 Si r a :k闇 S a ニ 拷 W a 漁
顔く w atfu 汲 若者 w ak a m u 汲
悪い W a S S a ニ 汲 私 W a 温
分か る w ak a 息 汲 私たち w at ta ニ
分ける w ak iニ 汲 毘 W a m a
忘 れ る w aSi T i = 汲 椀 m ak a i
笑う
割る
W ar a l汲
W a 1 汲
脇 w atSi
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